• 

「文化」 とい ふ 言葉 は 今まで ごく 手軽に 使 はれて 来 ま 

した。 しかし、 果して 文化と はどうい ふこと でせ う。 

今まで 多くの 人 は、 たゾ 「文化」 とい ふ 言葉の もつ、 

漠然とした 感じ を 胸に 受けと つて ゐ ただけ で、 文化の 

本当の 姿 を 突きつ めて 考へ てみ たこと はなかった ので 

す。 これ は少 くと も 今日まで、 自覚され た 「文化」 と 

いふ ものが、 国民生活の 隅々 に 行き わたって ゐ なかつ 

たからです。 近頃 は 殊に 「文化 何々」 とい か y はしい 

物の 名称に かぶせられ、 お 先つ 走りの 好みに 投 ずる 軽 



性の 理解の 上に たゝ なければ なりません。 

従って、 各部 門の 再編成に 当っても、 徒らに 単一 組 

織 を でっちあげる こと をせ ず、 既存の 団体の 特色 ある 

機能 を 活かし、 必要に応じて これ を 純化す る こと は あ 

つても、 個々 の 創造的 使命 はこれ を 十分に 尊重す る 方 

針であります。 た、 V 従来、 同じ 専門 部門に 属しながら、 

不必要な 孤立 を 守り、 有無相通じる 道 を 講じて ゐ なか 

つた やうな 不合理 極まる 状態 を 脱却せ しめる ことが 肝 

要 だと 思 ひます。 それと 同時に、 各 専門 部門の 有機的 

なつな がりがない ため、 各部 門 それ 自身と して 一種の 

栄養 不良に 陥り、 国民 文化 全体として 健全な 発達 を さ 



泉 を 基調と した もの だと 考 へられます。 民族の 天才 は、 

一人一人の 精神に 宿らないで、 むしろ、 国民の 歴史の 

一時期 を 生んで ゐる といへ るので あります。 この 見方 

からすれば、 わが国の 発展に とって、 専門家の 孤立 割 

拠 ほど 無意味な こと はなく、 国民の 一 致 協力 ほど 必要 

な ものはありません。 

大政 翼賛 会 文化 部 は、 単に 政府 側 関係官庁と 表裏 一 

体と なって その 職責 を 遂行す る ばかりでなく、 文化に 

関する 各 職能 部門の 綜合 事務局た る 責任 を果す つ もり 

であります。 (昭和 十六 年 二月) 
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